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【調査の内容】

１　調査の目的

２　調査期間

　令和７年６月～令和７年１０月

３　調査対象

４　対象となる廃棄物

　　以下に示す廃棄物の種類のうち、一般廃棄物。

ごみ

【市町村の処理責任】

し尿

廃棄物

【事業者の処理責任】

（※１） 一般廃棄物のうち爆発性、毒性、感染性等があるもの

（※２）

（※３） 産業廃棄物のうち爆発性、毒性、感染性等があるもの

　

特別管理産業廃棄物（※３）

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムく
ず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、鉱さい、がれき
類、動物のふん尿、動物の死体、ばいじん、処分するために処理した
もの

　廃棄物は、大きく一般廃棄物と産業廃棄物の２つに区分され、事業活動に伴って生じた
廃棄物のうち、法で定められた２０種類のものを産業廃棄物といい、一般廃棄物はこれ以
外の、主に家庭から排出される生活系ごみとオフィスや飲食店などから発生する事業系ご
み、更にし尿に分類される。
　また、これらの廃棄物の中で、爆発性、毒性、感染性、その他の健康や生活環境に被害
を生じるおそれのあるものを「特別管理一般廃棄物」「特別管理産業廃棄物」と分類し、
収集から処分まで全ての過程において厳重に管理することとされている。

生活系ごみ

事業系ごみ

一般廃棄物

特別管理一般廃棄物（※１）

事業活動に伴って生じた廃棄物のうち
法令で定められた２０種類（※２）

産業廃棄物

  棄物処理施設。

令和７年度一般廃棄物処理事業実態調査（令和６年度実績）結果の概要について

　一般廃棄物行政施策の基礎資料とするため、各市町村・事務組合における、ごみ・し尿

  の排出処理状況、一般廃棄物処理施設の整備状況等に係る一般廃棄物処理事業の実態に

  ついて調査を行った。

　　県内全ての市町村及び一般廃棄物処理事業を実施している事務組合及び民間の一般廃
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【秋田県のごみ処理の概要】

１　ごみ排出量

・ ごみ排出量 314 千ｔ （前年度 325 千ｔ）

内訳 生活系 209 千ｔ （前年度 215 千ｔ）

事業系 103 千ｔ （前年度 106 千ｔ）

集団回収 3 千ｔ （前年度 3 千ｔ）

・ １人１日当たりの排出量 947 ｇ （前年度 957 ｇ）

・ 総資源化量 40 千ｔ （前年度 41 千ｔ）

・ リサイクル率 13.6 ％ （前年度 13.6 ％）

２　ごみ処理状況

・ 直接埋立率 1.0 ％ （前年度 1.0 ％）

・ 直接焼却率 84.5 ％ （前年度 84.4 ％）

・ 焼却以外の中間処理率 11.0 ％ （前年度 10.9 ％）

・ 直接資源化率 3.5 ％ （前年度 3.6 ％）

３　最終処分場の状況

・ 最終処分量 30 千ｔ （前年度 32 千ｔ）

・ 残余容量 1,154 千㎥ （前年度 1,192 千㎥）

・ 残余年数 31.1 年 （前年度 30.5 年）

４　ごみ処理事業経費の状況

・ ごみ処理事業経費 212 億円 （前年度 199 億円）

・ 23,314 円 （前年度 21,519 円）

５　県内の公共設置の一般廃棄物処理施設数（稼働中の施設）

・ 焼却施設 14 施設

・ 粗大ごみ処理施設 10 施設

・ 資源化施設（堆肥化施設含む） 14 施設

・ 最終処分場 32 施設

※最終処分量とは、直接埋立量＋中間処理（焼却、粗大ごみ処理、資源化等）残渣埋立
量である。

※残余年数とは、新しい最終処分場が整備されず、当該年度の最終処分量により埋立が
行われた場合に、埋立処分を行える期間（年）であり、「当該年度末の残余容量」÷
「当該年度の最終処分量÷埋立ごみ比重」により算出したものである。（埋立ごみ比重
は0.8163とし、稼働中の施設を対象とした。）

１人当たりのごみ処理事業経費

※ごみ処理事業経費とは、建設・改良費＋処理及び維持管理費（組合分担金除く）等で
ある。
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【秋田県のし尿処理の概要】

１　し尿処理の状況

・ 処理量 325,936 ㎘ （前年度 354,598 ㎘）

内訳 くみ取りし尿 131,473 ㎘ （前年度 146,046 ㎘）

浄化槽汚泥 194,463 ㎘ （前年度 208,552 ㎘）

自家処理量 0 ㎘ （前年度 0 ㎘）

・ １日当たりの処理量 891 ㎘ （前年度 972 ㎘）

２　水洗化率（水洗化人口／処理区域内人口）

84.5 ％ （前年度 84.2 ％）

・ 公共下水道水洗化率 60.7 ％ （前年度 60.2 ％）

・ 浄化槽水洗化率 17.8 ％ （前年度 17.6 ％）

・ 合併浄化槽水洗化率 14.0 ％ （前年度 13.9 ％）

３　汚水衛生処理率（公共下水道人口＋合併浄化槽人口／処理区域内人口）

74.7 ％ （前年度 74.2 ％）

４　し尿処理事業経費（建設・改良費＋処理及び維持管理費（組合分担金除く））

53 億円 （前年度 40 億円）

５　県内のし尿処理施設

15 施設 （内稼働 15 施設）

６　運転管理体制

内訳 直営 8 施設 （内一部委託 1 施設）

委託 7 施設

７　処理方式

内訳

・ 好気性消化・活性汚泥処理方式 2 施設

・ 標準脱窒素処理方式（旧低二段） 3 施設

・ 高負荷脱窒素処理方式 5 施設

・ 高負荷脱窒素処理方式及び膜分離処理方式 2 施設

・ 3 施設下水道投入
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Ⅰ　ごみ処理の流れ

《単位　：　ｔ／年　》

直接埋立 最終処分場

混合ごみ 3,247 30,233

79,088

焼却残渣

可燃ごみ 22,264 資源化量へ

162,550 処理量 9,189

312,886

不燃ごみ

5,985 直接焼却 焼却施設 中間処理後再生利用量

264,399 273,088 29,310

資源ごみ 収集量

27,906 311,659

焼却以外の中間処理 焼却施設へ 最終処分場へ 資源化量へ

その他 34,341 8,689 4,722 20,121

384

粗大ごみ処理施設 破砕ごみ等 処理残渣 資源化量

粗大ごみ 13,419 7,019 3,905 2,355

3,022 資源化等を行う施設

20,565 1,670 791 17,435

直接搬入 ごみ堆肥化施設

32,724 331 0 0 331

ごみ飼料化施設

0 0 0 0

メタン化施設

0 0 0 0

ごみ燃料化施設

0 0 0 0

集団回収量 その他の施設

2,806 26 0 26

直接資源化 資源化量

排出量 10,899 40,209

314,465

自家処理量

56

計画収集人口 909,716

収集量等計 自家処理人口 0

314,521

処理区域内人口 909,716

減量

令和６年度のごみ総排出量は 314,464トン、ごみ総処理量は 312,886トンである。

このうち、焼却、破砕・選別等により中間処理された量(中間処理量）は 298,740トン、再生業者等へ直接搬入された直

接資源化量は 10,899トンである。

この両者で、ごみの総処理量全体の 99.0％（減量処理率）を占める。中間処理後に再生利用された量（中間処理後再生

利用量）は 29,310トンで、これに直接資源化量を合計した資源化量は 40,209トンである。また、焼却施設により減量化さ

れた量は 241,635トンであり、中間処理されずに直接最終処分された量は 3,247トン(ごみの総処理量の1.0％：直接埋立

率）である。
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Ⅱ　一般廃棄物の実態について

１　ごみ排出量

　

ごみ排出量の推移（表１－１）

単位：千ｔ／年

年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

生活系 260 254 247 244 243 243 241 237 232 218 212

事業系 126 126 123 121 118 116 110 109 109 106 103

排出量 386 380 370 365 361 359 351 346 341 325 314

（図１－１）
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排出量

生活系

事業系

ごみの排出量は３１．４万トンとなっており、前年度から１．１万トン減少した。

発生源別で見るごみ排出量の割合は、令和６年度で生活系ごみ（集団回収含む）が

６７％、事業系が３３％を占めている。また、種類別で見るごみ排出量では、いず

れの品目も減少傾向にある。
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種類別排出量の推移（表１－２）

単位：千ｔ／年

　年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

混合 100 98 97 95.071 92 90 88 86 84 82 79

可燃 196 193 191 189.82 186 186 183 182 176 167 163

不燃 8 8 7 6.777 7 7 7 7 7 7 6

資源 41 39 38 36.042 36 34 33 33 32 30 28

その他 0 0 1 0.251 0 0 0 0 0 0 0

粗大 3 3 2 2.721 3 3 3 3 4 3 3

直接搬入 33 35 31 29.851 34 34 31 31 34 33 33

集団回収 5 5 5 4.379 4 4 4 3 3 3 3

合計 386 380 370 364.92 361 358 351 346 341 325 314

（図１－２）
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２　県民１人１日当たりのごみ排出量

１人１日当たりのごみ排出量の推移（表２）

単位：ｇ／人日

　年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

秋田県 1,000 994 984 984 989 994 987 989 991 957 947

全国 947 939 925 920 918 918 901 890 880 851 839

※　平成23年度以降は、国庫補助等を活用して処理した災害廃棄物を除いている。

（図２）
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県民１人１日当たりのごみ排出量は、前年度から１０グラム減少した。なお、

令和８年３月に策定した第５次秋田県循環型社会形成推進基本計画では、令和１

２年度までに１人１日当たりのごみ排出量を９００グラムにする目標を掲げてい

る。
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　３　処理別ごみ処理の状況

処理別ごみ処理量の推移（表３）

単位：千ｔ／年

　年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

直接埋立 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3

直接焼却 316 312 306 304 299 299 292 287 284 272 264

その他 61 60 55 54 54 51 52 51 52 47 45

県計 381 375 364 361 357 355 347 339 339 322 313

（図３）
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なっている。
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　４　埋立処理量及び埋立処分場の残余容量等

埋立処分場の残余容量・年数の推移（表４）

　年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

埋立処分量（千ｔ）
（直接埋立量＋
　中間処理残渣埋立量）

37 36 33 33 32 32 32 32 34 32 30

残余容量（千ｍ3） 1,320 1,280 1,247 1,187 1,186 1,153 1,141 1,140 1,222 1,192 1,154

残余年数（年） 29.2 29.1 30.5 29.5 30.1 29.2 29.1 29.3 29.7 30.5 31.1

※残余容量及び残余年数は、稼働中の施設を対象に算出。

（図４－１）

（図４－２）
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埋立処分されるごみの量は、概ね減少傾向にあり、埋立処分場の残容量年数は令和６年

度末現在で３１．１年となっている。
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　５　リサイクル率の推移

リサイクル率の推移（表５）

単位：％

　年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

秋田県 16.2 16.2 15.7 15.5 15.9 15.2 14.9 14.6 14.1 13.6 13.6

全国 20.6 20.4 20.4 20.2 19.9 19.6 20.0 19.9 19.6 19.5 19.3

※リサイクル率（％）＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷（ごみの総処理量＋集団回収量）

（図５）
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ごみのリサイクル率は、前年度と同率となった。

なお、リサイクル率とは市町村が行う処理事業や集団回収などの量により算出され

ており、スーパーマーケット等の店頭で回収されているもの等は含まれていない。
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　６　し尿処理の状況

し尿収集量の推移（表６）

単位：千ｋｌ

年 度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

くみ取りし尿 210 199 189 185 178 168 157 158 155 146 131

浄 化 槽 汚 泥 212 213 214 216 221 218 202 210 213 209 194

計 422 412 403 401 399 386 359 367 367 355 326

（図６）
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なった。

下水道や浄化槽の普及により、くみ取りし尿の量は減少傾向にある。
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　７　水洗化の状況

　　　

水洗化率の推移（表７）

単位：％

　年度 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

秋田県 75.8 77.0 78.4 79.7 80.9 81.0 81.6 82.6 83.4 84.2 84.5

全国 93.9 94.3 94.6 94.8 95.2 95.4 95.6 95.9 96.1 96.3 96.5

※水洗化率（％）＝水洗化人口÷処理区域内の人口

（図７）
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水洗化率については８４．５％となっており、前年度を０．３ポイント上回った。
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